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花がつなぐ、就労と交流の場所へ

鈴木 健　さん（49歳）

　
花
工
房
さ
～
ら
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
シ

ク
ラ
メ
ン
や
プ
リ
ム
ラ
の
み
ず
み

ず
し
く
甘
い
香
り
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
同
工
房
の
シ
ク
ラ
メ

ン
は
、
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
内

外
の
販
売
施
設
で
も
人
気
の
商
品

で
す
。

　
花
を
育
て
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
法

人
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者

の
皆
さ
ん
と
在
宅
利
用
者
の
皆
さ

ん
で
す
。「
年
間
を
通
し
て
１
０
０

種
類
ほ
ど
の
季
節
の
花
や
ハ
ー
ブ

を
、
手
播
き
で
種
か
ら
育
て
て
い

る
ん
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た

の
は
、
花
工
房
さ
～
ら
の
職
員
・

鈴
木
健
さ
ん
。
て
き
ぱ
き
と
作
業

を
こ
な
す
ス
タ
ッ
フ
を
見
守
る
鈴

木
さ
ん
は
「
こ
こ
で
育
て
ら
れ
た

花
を
通
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
頑
張
っ
て
就
労
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
花
工
房
さ
～
ら
を

も
っ
と
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所

に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
鈴

木
さ
ん
自
ら
販
売
ハ
ウ
ス
の
隣
に

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
ス
ペ
ー
ス
を
整

備
。「
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
年
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
企
画
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
お

花
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
同
じ
就
労

事
業
所
内
に
あ
る
菓
子
工
房
の
出

張
カ
フ
ェ
も
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
希
望
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

色鮮やかなシクラメ
ン。スタッフが気持ち
を込めて育てています

左から、畠山智禎岩手県土地開発公社理事長、鈴木仁

代表取締役社長、上田市長、十良澤福志岩手県ものづ

くり自動車産業振興室長

　令和４年12月26日、本市とイリソ電子工

業株式会社（本社・神奈川県横浜市）が企業

立地協定を締結しました。

　同社は、電子基板や自動車向けのコネク

タなどを製造。国内１カ所、海外５カ所の

計６カ所自社工場を有する、国内有数のコ

ネクタ製造企業です。電気やハイブリッド

自動車への車載機器の需要拡大を見据え、

主力製品のコネクタを量産するための金型

の製造能力を強化するため、花巻第２工業

団地内の用地取得を決定しました。

　今回の整備では、敷地面積約1.66㌶、延

床工場面積約1,800平方㍍の建屋に金型の

製造工場を建設予定。11月には従業員25～

30人程度の体制で操業を開始し、将来的に

は最大50人程度の雇用と建屋の増設も計画

しています。

　協定書に調印した鈴木仁代表取締役社長

は「立地を機に市に貢献できるよう企業を
【�問い合わせ】 本館商工労政課（☎41-3537）

発展させていきたい」と意気込みを話して

いました。

　また、同日は、同社と岩手県土地開発公

社の土地売買契約も締結されました。

イリソ電子工業株式会社と企業立地協定を締結しました

◉花工房さ～ら

【場所】 石鳥谷町中寺林12-54-9 ルンビニー苑内

【問い合わせ】 ☎29-6635（専用携帯☎090-7330-

7860）

【�営業時間】 午前９時～午後４時（正午～午後１

時を除く）
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ラットランド市との姉妹都市提携35周年記念品

①＿ラットランド市から頂いた記念品

②③＿本市からの記念品を手にするラットランド市教育委員会

の皆さん（②の写真）とアレーア市長（③の写真）

①

② ③

　令和４年10月、令和３年度に姉妹都市提携35

周年を迎えた国際姉妹都市米国バーモント州

ラットランド市と記念品の交換が行われまし

た。

　ラットランド市からは、白樺をモチーフにし

た美しい絵画が贈られました。これは、バー

モント州の州都モンペリエに在住の画家ケイ

ティ・オールークさんによる作品で、バーモン

ト州の景観から着想を得て描かれたものです。

　本市からは、市内の「工房汽水」の若手漆職人

佐々木春奈さんによる、宮沢賢治の世界観をイ

メージした深い藍色の漆塗りの大杯に、市内の

「漆工房 地神」の熟練漆加飾士 髙橋和典さんが

「ラットランド市・花巻市姉妹都市提携三十五周

年記念」と美しく文字入れをした記念品を贈り

ました。

　ラットランド市からの記念品は、令和４年11

月に好地振興センターで開催された好地地区民

文化祭で展示されました。現在は、石鳥谷総合

支所２階庁議室前廊下に、過去にラットランド

市から贈られた絵画とともに展示されていま

す。

　自然豊かなバーモント州の美しさと、ラット

ランド市との友情を感じることができる作品を

ぜひご覧ください。

　

　昭
和
８（
１
９
３
３
）年
９
月
21

日
、
賢
治
が
37
歳
で
こ
の
世
を

去
っ
て
か
ら
今
年
で
90
年
を
迎
え

ま
す
。
賢
治
が
残
し
た
詩
や
童
話

作
品
は
今
も
な
お
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
賢

治
に
対
す
る
関
心
を
高
め
た
り
、

新
た
な
魅
力
に
気
付
い
て
理
解
を

深
め
た
り
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
市
で
は
宮
沢
賢
治
没
後
90

年
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　そ
の
皮
切
り
と
な
る
事
業
が
、

映
画「
銀
河
鉄
道
の
父
」特
別
試
写

会
で
す
。
映
画
は
５
月
５
日
に
全

国
公
開
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
先

駆
け
て
４
月
８
日
(土)
に
花
巻
市
文

化
会
館
に
て
開
催
し
ま
す
。
観
覧

を
希
望
す
る
人
は
、
往
復
は
が
き

に
て
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

〔
２
月
21
日
(火)
必
着
〕
。
詳
し
く

は
、
広
報
は
な
ま
き
２
月
１
日
号

宮
沢
賢
治 

没
後
90
年

 

【
問
い
合
わ
せ
】

  

本
館
賢
治
ま
ち
づ
く
り
課

  

（
☎
41
‐
３
５
９
０
）

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
事
業
に
つ

い
て
も
内
容
の
詳
細
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　ま
た
、
賢
治
に
関
連
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
の
中
に
は
、

没
後
90
年
に
合
わ
せ
た
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
す
る
動
き
が
あ
る

よ
う
で
す
。
例
年
開
催
し
て
い
る

行
事
の
内
容
を
工
夫
し
た
り
、
今

年
に
限
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
り
す
る
な
ど
の
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
と
市
の
事
業
と
の
相
乗
効
果
に

よ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
賢
治

▲�羅須地人協会跡に立つ雨ニ
モマケズ詩碑。賢治の命日
には献花が行われます

第 107回

▲�映画試写会に
ついて詳しく
はこちら

に
触
れ
る
契
機

の
年
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。


